
こ
の
よ
う
に
、
中
国
の
食
糧

輸
入
は
２
年
連
続
で
高
い
水
準

と
な
っ
た
。中
期
的
に
中
国
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
自
給
率
が
低

下
し
需
給
ひ
っ
迫
す
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。政
府
は
、食
糧
の

安
定
生
産
（
生
産
量
６
億
５
０

０
０
万
t
以
上
）、ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
生
産
の
安
定
化
、
大
豆
と
搾

油
作
物
の
生
産
拡
大
を
掲
げ
、

多
角
的
な
対
策
を
講
じ
て
い

る
。具
体
的
な
対
策
と
し
て
、主

に
①
作
付
面
積
の
増
加
②
農
業

技
術
支
援
の
強
化
③
消
費
の
無

駄
ゼ
ロ
対
策
④
飼
料
代
替
品
目

の
輸
入
拡
大
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
作
付
面
積
の
増
加

農
業
農
村
部
は
２１
年
１２
月
発

表
の
「
第
１４
次
五
か
年
計
画
期

の
全
国
耕
種
業
発
展
規
画
」
に

お
い
て
、２５
年
ま
で
に
、ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
は
作
付
面
積
６
億
３
０

０
０
万
ム
ー
以
上
、
生
産
量
２

億
７
７
５
０
万
t
、
大
豆
は
同

１
億
６
０
０
０
万
ム
ー
前
後
、

同
２
３
０
０
万
t
前
後
を
数
値

目
標
と
し
た
。

ま
た
、
農
業
労
働
力
の
高
齢

化
、
出
稼
ぎ
、
離
農
に
よ
る
農

業
の
担
い
手
不
足
が
急
速
に
進

み
、
耕
作
放
棄
地
と
農
地
粗
放

化
（
荒
れ
地
化
）
の
対
策
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
は
２０

年
１１
月
に
「
耕
地
の
“
非
農

化
”
を
防
止
し
食
糧
生
産
を
安

定
さ
せ
る
こ
と
に
関
す
る
国
務

院
弁
公
庁
の
意
見
」、
２０
年
１２

月
に
「
耕
地
の
“
非
農
化
”
行

為
を
断
固
と
し
て
阻
止
す
る
こ

と
に
関
す
る
国
務
院
の
通
知
」、

２１
年
１
月
に
「
荒
れ
た
田
畑
を

統
一
的
に
計
画
し
て
利
用
し
、

農
業
生
産
の
発
展
を
促
進
す
る

こ
と
に
関
す
る
農
業
農
村
部
の

指
導
意
見
」
を
発
表
し
、
２０
年

以
降
、
対
策
を
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
耕
地
面
積
の
確
保
と
耕
地
の

質
の
向
上
を
目
指
し
、
耕
作
放

棄
地
や
荒
れ
地
の
利
用
、
農
民

の
耕
作
復
帰
を
促
進
す
る
具
体

策
と
い
え
る
。
す
で
に
成
果
を

遂
げ
た
地
域
も
あ
る
。
例
え

ば
、
沿
海
部
の
経
済
発
展
地
域

で
あ
る
広
東
省
で
は
、
２０
年
上

半
期
に
耕
作
放
棄
地
約
２５
万
ム

ー
の
耕
作
が
再
開
し
た
。
う
ち

２４
万
ム
ー
は
米
を
作
付
け
て
お

り
、
同
年
の
広
東
省
の
早
稲
の

拡
大
作
付
面
積
の
４６
・
４
％
を

占
め
、
作
付
面
積
の
拡
大
に
貢

献
し
た
。

②
農
業
技
術
支
援
の
強
化

政
府
は
食
糧
の
安
定
的
生
産

能
力
を
高
め
る
た
め
に
、
１９
年

１１
月
に「
高
標
準
農
田
」と
い
う

概
念
を
発
表
し
、
そ
の
建
設
に

着
手
し
て
い
る
。「
高
標
準
農

田
」と
は
、大
規
模
化
に
向
け
た

土
地
集
積
、高
い
肥
沃
度
、災
害

に
強
く
、環
境
に
や
さ
し
く
、電

気
な
ど
イ
ン
フ
ラ
を
備
え
、
安

定
し
た
高
い
生
産
量
を
達
成
で

き
る
農
地
を
指
す
。政
府
は
２１

年
９
月
に
「
高
標
準
農
田
建
設

計
画
（
２
０
２
１
〜
２
０
３
１

年
）」
を
発
表
し
た
。同
計
画
で

は
、
２２
年
に「
高
標
準
農
田
」面

積
１０
億
ム
ー
を
建
設
し
、
５
億

t
の
食
糧
生
産
能
力
を
安
定
的

に
保
障
す
る
こ
と
、
２５
年
ま
で

に
同
１０
億
７
５
０
０
万
ム
ー
、

同
５
億
５
０
０
０
万
t
、
３０
年

ま
で
に
同
１２
億
ム
ー
、
同
６
億

t
の
達
成
を
目
標
と
し
て
い

る
。３０
年
の
作
付
面
積
目
標
に
、

食
糧
１
ム
ー
あ
た
り
５
０
０
ｋ

ｇ
の
単
収
を
充
て
て
計
算
す
る

と
、
生
産
量
６
億
t
以
上
と
な

り
、
食
糧
生
産
量
最
低
ラ
イ
ン

中
国
は
２０
年
に
続
き
、
２１
年

も
関
税
割
当
枠
を
超
過
す
る
数

量
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
大
豆
を

輸
入
し
た
。政
府
は
食
糧
を
巡

る
川
上
か
ら
川
下
ま
で
多
角
的

な
対
策
を
講
じ
て
い
る
も
の

の
、
自
給
へ
の
道
か
ら
離
れ
て

い
る
の
が
実
情
だ
。中
国
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
需
給
は
２
０
２
２

年
、
さ
ら
に
不
足
す
る
と
い
う

見
方
も
あ
る
。

中
国
の
招
商
証
券
は
、
２
０

２
２
年
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産

量
が
前
年
比
微
増
の
２
億
７
３

０
０
万
t
、
消
費
量
が
２
億
９

４
０
０
万
t
と
な
り
、
２
１
４

５
万
t
不
足
す
る
と
予
測
し
て

い
る
。ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
自
給

率
は
現
在
約
９３
％
だ
が
、
２
０

３
５
年
に
は
９０
％
前
後
に
低
下

す
る
と
予
測
し
て
い
る
。

北
京
大
学
新
農
村
発
展
研
究

院
の
黄
季
焜
院
長
は
２１
年
７

月
、
２
０
３
５
年
ま
で
に
米
と

小
麦
の
自
給
率
が
１
０
０
％
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
８５
％
以
下
に

な
る
と
発
表
し
た
。ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
自
給
率
低
下
の
要
因
は

畜
産
物
の
飼
料
用
途
が
今
後
も

増
加
す
る
か
ら
だ
。２２
年
以
降

も
中
国
の
食
糧
生
産
・
輸
入
動

向
か
ら
目
が
離
せ
な
い
状
況
が

続
き
そ
う
で
あ
る
。

の
６
億
５
０
０
０
万
t
の
う

ち
、「
高
標
準
農
田
」で
の
生
産

が
約
９０
％
を
占
め
る
計
算
に
な

る
。２１
年
に
は
す
で
に
食
糧
主

産
省
の
１３
省
を
重
点
対
象
に
、

中
央
財
政
の
一
般
公
共
予
算
か

ら
７
８
０
億
元
の
農
田
建
設
補

助
金
を
拠
出
す
る
な
ど
建
設
に

着
手
し
、
２１
年
は
１
億
５
５
１

万
ム
ー
の「
高
標
準
農
田
」を
建

設
し
た
。

１９
年
発
表
の
「
大
豆
振
興
計

画
実
施
法
案
」
は
国
内
生
産
力

を
強
化
し
、
自
給
レ
ベ
ル
を
高

め
る
こ
と
を
目
標
に
、
単
収
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。２０

年
ま
で
に
１
ム
ー
当
た
り
単
収

を
１
３
５
ｋｇ
と
し
、
世
界
の
平

均
単
収
と
の
差
を
縮
小
す
る
。

ま
た
、
食
用
大
豆
の
た
ん
ぱ
く

質
含
有
量
を
増
や
す
こ
と
、
油

用
途
は
脂
肪
分
量
を
１
ポ
イ
ン

ト
増
や
す
こ
と
な
ど
質
的
向
上

に
資
す
る
技
術
支
援
も
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、化
学
肥

料
や
農
薬
の
利
用
率
４０
％
減
目

標
、
作
付
段
階
で
の
機
械
化
率

８０
％
目
標
も
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。遺

伝
子
組
み
換
え
作
物
（
Ｇ

Ｍ
Ｏ
）
の
導
入
に
よ
る
供
給
問

題
の
解
決
は
待
っ
た
な
し
の
状

況
で
あ
る
。中
国
の
Ｇ
Ｍ
Ｏ
応

用
問
題
に
関
し
て
２１
年
１
月
２０

日
、
農
業
農
村
部
発
展
規
画
司

の
曾
司
長
は
、
Ｇ
Ｍ
Ｏ
の
育
種

に
対
し
て
は
科
学
的
に
真
摯
に

取
り
組
ん
だ
結
果
、
自
主
研
究

開
発
シ
ス
テ
ム
と
バ
イ
オ
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
保
障
シ
ス
テ
ム
を
構

築
、
さ
ら
に
知
的
財
産
権
を
取

得
し
、
産
業
化
に
応
用
で
き
る

害
虫
に
強
く
・
除
草
剤
に
耐
え

ら
れ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
除
草

剤
に
耐
え
ら
れ
る
大
豆
な
ど
新

た
な
品
種
を
開
発
し
た
と
述
べ

た
。加
え
て
、Ｇ
Ｍ
Ｏ
品
種
に
対

し
て
、
科
学
的
か
つ
法
に
従
っ

た
評
価
の
後
に
安
全
証
明
書
を

取
得
、
同
時
に「
種
子
法
」に
基

づ
い
た
審
査
と
種
子
生
産
経
営

許
可
書
を
取
得
後
、
生
産
が
可

能
と
な
る
と
い
う
厳
格
な
管
理

を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
述
べ

た
。Ｇ
Ｍ
Ｏ
大
豆
を
テ
ス
ト
生

産
し
た
結
果
、
除
草
コ
ス
ト
５０

％
削
減
、
１２
％
の
増
産
な
ど
の

効
果
が
得
ら
れ
た
。現
在「
主
要

農
作
物
品
種
審
査
弁
法
」
な
ど

の
規
定
を
、
Ｇ
Ｍ
Ｏ
の
産
業
化

へ
の
応
用
に
合
わ
せ
て
修
正
し

て
い
る
最
中
で
あ
る
。

③
消
費
の
無
駄
ゼ
ロ
対
策

政
府
は
食
糧
増
産
の
継
続
的

推
進
に
加
え
て
、
２１
年
に
入
っ

て
か
ら
食
糧
の
浪
費
対
策
（
無

駄
ゼ
ロ
策
）を
法
規
化
し
、国
民

に
対
し
て
食
料
消
費
に
対
す
る

意
識
の
変
革
を
促
し
て
い
る
。

２１
年
４
月
に
は
「
反
食
品
浪
費

法
」
を
可
決
、
２１
年
１１
月
に
は

「
食
糧
節
約
行
動
法
案
」
を
発

表
し
た
。中
国
で
は
賓
客
を
も

て
な
す
ホ
ス
ト
が
料
理
を
多
く

注
文
し
、
も
て
な
し
を
受
け
る

賓
客
側
が
料
理
を
完
食
せ
ず
残

す
文
化
が
あ
る
が
、
今
回
の
法

規
制
に
よ
っ
て
文
化
と
対
峙
す

る
仕
組
み
を
開
始
し
た
。「
反

食
品
浪
費
法
」
は
飲
食
店
で
の

大
量
注
文
に
罰
金
を
科
す
こ

と
、「
食
糧
節
約
行
動
法
案
」は

生
産
、備
蓄
、流
通
、加
工
、飲
食

消
費
段
階
別
の
課
題
、
節
約
の

た
め
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

④
飼
料
代
替
品
目
の

　
輸
入
拡
大

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
大
豆
と
い

っ
た
飼
料
原
料
の
生
産
拡
大
が

大
幅
に
望
め
な
い
こ
と
や
輸
入

拡
大
を
避
け
た
い
政
府
が
代
替

品
目
と
し
て
大
麦
、
コ
ウ
リ
ャ

ン
な
ど
の
生
産
・
輸
入
の
拡
大

を
推
進
し
て
い
る
。す
で
に
そ

の
動
き
は
み
ら
れ
、
２１
年
の
大

麦
輸
入
量
は
前
年
比
５４
・
５
％

増
の
１
２
４
８
万
t
、
食
糧
輸

入
量
の
７
・
６
％
を
占
め
、
食

糧
の
品
目
別
で
第
３
位
ま
で
急

増
し
た
。
コ
ウ
リ
ャ
ン
は
同

９５
・
６
％
増
の
９
４
２
万
t
を

輸
入
し
た
。

中
国
・
農
業
農
村
部
は
２
０

２
２
年
１
月
２０
日
開
催
の
農
業

農
村
経
済
運
営
状
況
記
者
会
見

に
お
い
て
２１
年
通
年
の
食
糧
関

連
主
要
デ
ー
タ
を
発
表
し
た
。

食
糧
の
生
産
量
は
６
億
８
２
８

５
万
t（
前
年
比
２
・
０
％
増
、

同
１
３
３
５
万
t
増
）、作
付
面

積
は
１７
億
６
４
０
０
万
ム
ー

（
同
０
・
７
％
増
、
同
１
２
９

５
万
ム
ー
増
、
１
ｈａ
＝
１５
ム
ー

換
算
）と
な
り
、１８
年
連
続
の
増

産
を
記
録
し
た
。輸
入
量
は
１

億
６
４
５
４
万
t
（
同
１８
・
１

％
増
）
で
生
産
量
の
２４
・
１
％

に
相
当
す
る
数
量
と
な
っ
た
。

う
ち
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
２
８

３
５
万
t
（
同
１
５
２
・
２
％

増
、同
１
７
０
５
万
t
増
）と
２

年
連
続
の
大
幅
増
。ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
生
産
量
の
１
割
強
に
相
当

す
る
数
量
を
輸
入
し
た
こ
と
に

な
る
。食
糧
作
物
の
な
か
で
、最

大
の
数
量
を
輸
入
す
る
大
豆
は

９
６
５
２
万
t
（
同
３
・
８
％

減
、同
３
８
１
万
t
減
）に
減
少

し
た
が
、
昨
年
に
続
き
高
い
水

準
だ
っ
た
。小
麦
は
９
７
７
万

t（
同
１６
・
６
％
増
、同
１
３
９

万
t
増
）で
、過
去
最
高
の
輸
入

量
を
２
年
連
続
で
更
新
し
た
。

２
０
２
１
年
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
作
付
面
積
は
前
年
比
５
・

０
％
増
の
４
３
３
２
万
ｈａ
（
６

億
４
９
８
０
万
ム
ー
）、生
産
量

は
同
４
・
５
％
増
の
２
億
７
２

５
０
万
t
だ
っ
た
。輸
入
量
は

０９
年
に
わ
ず
か
８
・
４
万
t
、

１０
年
以
降
１
０
０
～
５
０
０
万

t
で
推
移
し
て
き
た
が
、
２０
年

１
１
３
０
万
t
、
２１
年
２
８
３

５
万
t
に
急
増
し
た
。こ
の
増

加
分
は
ほ
ぼ
米
国
産
で
あ
る
。

輸
入
相
手
国
別
に
み
る
と
、
１０

～
１３
年
は
米
国
産
が
９
割
を
占

め
て
い
た
が
、
１４
年
以
降
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
産
が
急
増
し
、
激
増

前
の
１５
～
１９
年
ま
で
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
の
輸
入
が
８
割
強
を

占
め
て
い
た
。２０
年
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
産
が
６
３
０
万
t
に
増
加

し
た
も
の
の
、
米
国
産
が
４
３

４
万
t
に
急
増
し
た
。さ
ら
に
、

２１
年
（
１
〜
１１
月
期
）
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
産
が
７
３
２
万
t
、
米

国
産
が
１
９
５
９
万
t
と
な

り
、
米
国
産
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
産

を
圧
倒
し
た
。輸
入
量
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
と
米
国
産
で
９
割
強
を

占
め
て
い
る
。

だ
が
、
中
国
の
輸
入
相
手
国
ベ

ス
ト
１０
入
り
し
た
。か
つ
て
１０

年
代
初
頭
に
、
中
国
は
ロ
シ
ア

や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
輸
入
を

増
加
さ
せ
、
輸
入
調
達
国
を
拡

大
し
た
よ
う
に
、
２０
年
代
は
ア

フ
リ
カ
諸
国
に
拡
大
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆
の
輸

入
が
２
年
連
続
で
高
い
水
準
と

な
っ
た
背
景
に
は
、
中
国
国
内

の
需
要
の
急
拡
大
に
供
給
が
付

い
て
い
け
な
い
事
情
が
あ
げ
ら

れ
る
。国
民
所
得
の
増
加
と
食

の
西
洋
化
に
伴
い
肉
類
消
費
量

が
増
加
し
て
き
た
。中
国
政
府

は
、
こ
う
し
た
国
民
の
食
品
消

費
構
造
の
高
度
化
に
よ
り
、
飼

料
用
穀
物
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や

大
豆
ミ
ー
ル
な
ど
）
の
需
要
の

急
速
な
高
ま
り
を
早
く
か
ら
認

識
し
、
増
産
政
策
を
実
施
し
て

き
た
。肉
類
の
な
か
で
消
費
量

が
最
も
多
い
豚
肉
生
産
を
支
え

る
養
豚
業
は
、
農
業
労
働
力
の

高
齢
化
に
伴
い
、
個
別
農
家
の

経
営
か
ら
現
代
的
企
業
経
営
に

転
換
す
る
構
造
改
革
を
進
め
て

き
た
。家
族
経
営
か
ら
企
業
的

経
営
へ
の
転
換
が
進
ん
だ
こ
と

で
、
飼
料
需
要
量
が
増
加
し
て

い
る
。供
給
不
足
が
懸
念
さ
れ

た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
対
し
て
、

政
府
は
８
年
に
渡
っ
て
臨
時
備

蓄
政
策
を
採
用
し
、
保
護
価
格

買
い
上
げ
制
度
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
増
産
が
も
た
ら
さ

れ
た
が
、
在
庫
過
剰
に
よ
り
価

格
が
下
落
し
た
こ
と
で
、
１６
年

に
同
制
度
を
廃
止
し
、
大
豆
へ

の
転
作
を
奨
励
し
て
き
た
。

１８
年
以
降
、
中
国
で
は
Ａ
Ｓ

Ｆ
（
ア
フ
リ
カ
豚
熱
）
ウ
ィ
ル

ス
が
蔓
延
し
、
豚
の
殺
処
分
が

大
規
模
に
行
わ
れ
、
養
豚
業
向

け
の
飼
料
需
要
が
低
下
し
た
。

し
か
し
、
２０
年
後
半
以
降
に
回

復
が
進
み
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や

大
豆
の
需
給
が
ひ
っ
迫
、
輸
入

を
拡
大
し
て
き
た
。米
国
産
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
輸
入
が
急
増
し

た
背
景
と
し
て
、
２１
年
は
米
国

の
生
産
量
が
史
上
最
高
を
記
録

し
た
こ
と
、
米
国
内
の
飼
料
用

需
要
が
減
少
し
た
こ
と
、
お
よ

び
米
中
貿
易
戦
争
で
の
追
加
関

税
対
象
か
ら
適
用
除
外
（
市
場

買
い
付
け
措
置
）
と
な
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

２１
年
は
通
年
で
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
国
際
価
格
が
高
い
レ
ベ
ル

を
記
録
し
た
。２１
年
上
半
期
は

中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
主
産
地

の
天
候
悪
化
に
よ
り
、
生
産
量

が
前
年
同
期
比
減
と
な
り
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
備
蓄
量
を
大
規

模
に
削
減
し
た
。下
半
期
に
な

る
と
、生
産
量
が
回
復
し
、国
内

価
格
が
低
下
、
か
つ
Ａ
Ｓ
Ｆ
の

克
服
に
よ
り
養
豚
業
が
発
展

し
、
生
豚
が
過
剰
傾
向
と
な
り

収
益
が
低
下
し
た
。こ
の
こ
と

で
、農
業
農
村
部
が
９
月
に「
生

豚
の
生
産
能
力
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
す
る
方
案
」
を
発
表

し
た
こ
と
も
あ
り
、
養
豚
業
者

が
生
産
力
を
抑
制
し
、
飼
料
需

要
は
低
下
し
た
。輸
入
量
は
２１

年
第
４
四
半
期
が
３
４
２
万

t
、
２１
年
四
半
期
ベ
ー
ス
で
ピ

ー
ク
だ
っ
た
第
２
四
半
期
の
９

５
９
万
t
と
比
べ
る
と
大
幅
に

減
少
し
た
。な
お
、１２
月
単
月
で

は
前
年
同
月
比
３９
・
９
％
減
の

１
３
３
万
t
に
減
少
、
輸
入
調

達
は
一
服
し
て
お
り
、
ピ
ー
ク

ア
ウ
ト
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
。

t
を
ピ
ー
ク
に
、
１８
年
１
６
６

４
万
t
で
底
に
な
っ
た
が
、
２１

年
に
は
２
０
０
０
万
t
台
後
半

に
増
加
し
た
。中
国
の
大
豆
輸

入
は
こ
の
両
国
で
、
全
体
の
約

９
割
強
を
占
め
、以
下
、ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
、ウ
ル
グ
ア
イ
、ロ
シ
ア

が
続
く
。

近
年
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら

の
輸
入
量
が
少
量
で
は
あ
る
も

の
の
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。

２０
年
に
は
ベ
ニ
ン
か
ら
初
め
て

輸
入（
１
万
５
０
０
０
t
）、
２１

年（
１
〜
１１
月
期
）に
は
２３
万
t

に
増
加
し
た
。エ
チ
オ
ピ
ア
か

ら
は
同
３
万
t
、
タ
ン
ザ
ニ
ア

か
ら
は
同
０
・
１
万
t
と
少
量

２
０
２
１
年
の
大
豆
の
作
付

面
積
は
前
年
比
１５
・
０
％
減
の

８
４
０
万
ｈａ
（
１
億
２
６
０
０

万
ム
ー
）、生
産
量
は
同
１６
・
３

％
減
の
１
６
４
０
万
t
に
減
少

し
た
。大
豆
の
国
内
需
要
量
は

約
１
億
２
０
０
０
万
t
で
推
移

し
、
自
給
率
は
１５
％
に
満
た
な

い
。大
豆
は
１
９
９
５
年
を
境

に
純
輸
出
国
か
ら
純
輸
入
国
と

な
り
、
輸
入
量
は
００
年
１
０
０

０
万
t
、１０
年
５
０
０
０
万
t
、

２０
年
１
億
t
、
２１
年
は
前
年
比

３
・
８
％
減
の
９
６
５
２
万
t

と
な
り
、
２
年
連
続
で
高
水
準

と
な
っ
た
。

大
豆
の
輸
入
相
手
国
は
１３
年

以
降
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
最
大
と
な

り
、１８
年
に
は
６
６
０
８
万
t
、

中
国
の
同
品
輸
入
量
の
７５
・
１

％
を
占
め
る
ま
で
シ
ェ
ア
を
高

め
た
が
、
１９
年
以
降
は
６５
％
前

後
で
推
移
し
て
い
る
。第
２
位

の
米
国
は
１６
年
の
３
３
６
５
万

世
界
の
食
糧
貿
易
の
シ
ェ
ア
を
高
め
る
中
国
の
食
糧
輸
入

動
向
は
、
世
界
の
食
糧
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
影
響
を
も
た
ら
す

た
め
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。と
り
わ
け
、
近
年
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
と
大
豆
の
動
向
は
目
を
離
せ
な
い
。２
０
２
０
年
、中
国
の

食
糧
輸
入
急
増
が
話
題
と
な
っ
た
が
、
２１
年
も
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
輸
入
量
が
前
年
比
２
・
５
倍
増
に
な
る
な
ど
大
き
な
動
き

が
あ
っ
た
。本
稿
で
は
、２１
年
の
中
国
の
食
糧
関
連
の
最
新
デ

ー
タ
、輸
入
増
の
背
景
、政
府
の
対
応
策
を
と
り
ま
と
め
、中

国
の
食
糧
問
題
の
今
後
を
展
望
す
る
。
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未
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大
東
文
化
大
学
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国
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学
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准
教
授

大
豆
の
み
減
産
に

２１
年
通
年
の
食
糧
関
連
主
要
デ
ー
タ前

年
比
２．５
倍
増
に

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入

２
年
連
続
高
水
準
に

大
豆
輸
入

多
角
的
に
対
応
す
る
政
府

多
角
的
に
対
応
す
る
政
府

２２２２
年
の
展
望

年
の
展
望

需
要
の
高
ま
り
続
く

飼
料
用
穀
物

ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
の
兆
し
か

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入

中国の食糧輸入 ２０２１年も高い水準に２０２１年も高い水準に
寄 稿

中国の食糧生産・輸入状況（2021年）
（単位：万ha、万トン、％）

出所：中国政府発表データから作成。
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中
国
の
食
糧
問
題
の
今
後
を
展
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政
府
が
対
策
す
る
も
追
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け
ず

政
府
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す
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も
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い
つ
け
ず
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